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第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
七
月
十
一
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
日
本
遺
族

政
治
連
盟
唯
一
の
比
例
代
表
候
補
者
で
あ
る
水
落
敏
栄
参
議
院
議
員
（
日
本
遺
族
会
常

任
顧
問
）
は
、
十
三
万
一
千
六
百
五
十
七
票
を
獲
得
、
比
例
代
表
二
十
七
位
、
自
民
党

内
十
位
で
二
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。

再選を果たした
水落敏栄日本遺族会常任顧問

第
22
回
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選
挙

水
落
敏
栄
日
本
遺
族
会
常
任
顧
問

自
民
党
10
位
で
二
期
目
の
当
選

八
月
十
五
日
は

　
　「
戦
没
者
を
追
悼
し

�

平
和
を
祈
念
す
る
日
」で
す

＊
家
庭
で
半
旗
を
掲
げ�

�

英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

＊
正
午
に
は
国
民
こ
ぞ
っ
て�

�

英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

＊
英
霊
鎮
ま
る
靖
國
神
社
、
護
國
神
社
へ�

�

参
拝
し
ま
し
ょ
う

　

普
天
間
基
地
移
転
問
題
の

迷
走
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

や
選
挙
公
約
の
不
履
行
な

ど
、
民
主
党
の
政
権
担
当
能

力
の
欠
如
に
国
民
の
失
望
感

は
大
き
く
、
今
回
実
施
さ
れ

た
参
議
院
選
挙
は
民
主
党
の

大
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

し
か
し
、
各
選
挙
区
で
自

民
党
は
民
主
党
を
圧
倒
し
た

も
の
の
、
比
例
代
表
に
お
い

て
は
、
自
民
党
の
支
持
率
が

依
然
低
調
な
ま
ま
推
移
し
て

い
る
こ
と
が
事
前
調
査
で
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
事
実
、
比

例
代
表
得
票
数
は
民
主
党
に

大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。

　

日
本
遺
族
政
治
連
盟
は
、

過
去
の
選
挙
で
組
織
内
か
ら

比
例
代
表
候
補
を
国
政
に
送

り
続
け
て
い
る
が
、
特
に
平

成
二
十
五
年
の
妻
の
特
別
給

付
金
、
同
二
十
七
年
に
は
特

別
弔
慰
金
の
改
定
が
控
え
て

お
り
、
自
民
党
支
持
率
の
低

調
が
伝
え
ら
れ
る
中
で
、
大

き
な
危
機
感
の
も
と
水
落
候

補
個
人
名
の
周
知
徹
底
と
投

票
率
の
向
上
を
目
標
に
選
挙

戦
に
臨
ん
だ
。

　

正
に
組
織
の
存
亡
を
か
け

た
戦
い
と
な
っ
た
今
回
の
参

議
院
選
挙
で
あ
っ
た
が
、
水

落
敏
栄
候
補
は
全
国
で
十
三

万
一
千
六
百
五
十
七
票
を
獲

得
（
得
票
内
訳
別
掲
）、
比
例

代
表
二
十
七
位
、
自
民
党
内

十
位
で
二
期
目
の
当
選
を
果

た
し
、
あ
ら
た
め
て
遺
族
会

組
織
の
結
束
力
を
示
し
た
。

　水おち敏栄候補得票数（都道府県別）
都道府県 得票数 都道府県 得票数
北海道 5,644 滋 賀 1,621
青 森 1,961 奈 良 2,020
岩 手 2,324 和歌山 2,232
秋 田 1,367 京 都 1,357
宮 城 1,488 大 阪 4,020
福 島 1,778 兵 庫 3,845
山 形 1,238 鳥 取 1,645
東 京 2,883 島 根 2,707
神奈川 2,945 岡 山 3,705
千 葉 3,106 広 島 3,619
埼 玉 3,092 山 口 3,389
茨 城 2,005 香 川 1,752
静 岡 2,851 徳 島 1,534
群 馬 1,299 愛 媛 1,980
栃 木 1,103 高 知 1,644
山 梨 1,430 福 岡 4,886
長 野 1,368 佐 賀 2,296
新 潟 12,438 大 分 3,662
富 山 2,512 長 崎 3,765
石 川 2,610 熊 本 4,314
福 井 2,190 宮 崎 3,133
愛 知 2,811 鹿児島 4,865
岐 阜 2,437 沖 縄 1,784
三 重 3,002 計 131,657
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県
遺
族
連
盟
で
は
、
平
成

二
十
二
年
度
老
人
福
祉
事
業

と
し
て
、
本
年
め
で
た
く
百

歳
に
な
ら
れ
た
戦
没
者
遺
族

の
方
々
に
記
念
品
を
贈
り
長

寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、「
身
寄
り
の
な
い
戦
没
者

の
父
母
（
父
母
特
給
対
象

者
）」
及
び
「
一
人
暮
ら
し
の

戦
没
者
の
妻
」
の
方
々
へ
の

慰
問
を
〝
敬
老
の
日
〟
前
後

に
実
施
い
た
し
ま
す

　

す
で
に
、
各
市
・
町
・
村

遺
族
会
を
通
じ
て
本
年
の
該

当
者
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

記

▼�

百
歳
該
当
者　

明
治
四
十

三
年
一
月
一
日
以
降
、
同

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
戦
没
者
遺
族
。

▼�

報　

告　

各
市
町
村
遺
族

会
で
取
り
ま
と
め
の
上
、

「
八
月
二
十
日
ま
で
に
」県

遺
族
連
盟
へ
ご
報
告
願
い

ま
す
。（
期
日
厳
守
）

◎�

記
念
品
は
各
市
町
村
遺
族

会
に
一
括
し
て
送
付
い
た

し
ま
す
が
、
過
去
の
該
当

者
で
報
告
漏
れ
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
本
年
度

で
受
付
け
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
報
告
下
さ
い
。

◎�

記
念
品
は
特
注
品
で
す
の

で
、
報
告
期
日
以
後
の
お

申
し
出
は
お
引
き
受
け
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

記念品贈呈該当者
調査のお願い
県連盟老人福祉事業

　

日
本
遺
族
会
で
は
平
成
二

十
二
年
度
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
と
し
て
、
先
の
大
戦
で
約

二
万
余
の
日
本
軍
将
兵
が
戦

死
さ
れ
た
玉
砕
の
島
・
硫
黄

島
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

硫
黄
島
は
現
在
、
海
上
自

衛
隊
の
管
理
下
に
お
か
れ
、

民
間
人
の
上
陸
は
原
則
禁
止

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
戦
没

者
の
慰
霊
巡
拝
な
ど
特
別
な

場
合
に
の
み
上
陸
が
許
可
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

硫
黄
島
で
肉
親
を
亡
く
さ

れ
た
遺
族
（
妻
、
遺
児
、
兄

弟
姉
妹
、
孫
、
甥
姪
、
そ
の

配
偶
者
な
ど
）
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご

参
加
さ
れ
ま
す
様
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

　

実
施
概
要

▼
実
施
時
期

　

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
初

旬
の
間
で
、
集
合
日
を
含
む

一
泊
二
日
の
巡
拝
を
予
定
。

　

※�

自
衛
隊
機
を
使
用
し
て

渡
島
す
る
た
め
、現
在
、

厚
生
労
働
省
ほ
か
関
係

機
関
と
調
整
中
。

▼
募
集
人
員　

五
十
人

　

※�

参
加
希
望
者
が
募
集
人

員
を
上
回
っ
た
場
合
は

選
考
と
な
り
ま
す
。

▼
参
加
費
用　

約
六
万
円

▼
申
込
締
切

　

九
月
十
五
日
㈬

▼
申
込
先

　

県
遺
族
連
盟
ま
で

硫黄島への渡島に利用する自衛隊機

硫
黄
島
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

 

日
本
遺
族
会

内閣総理大臣の靖國神社参拝実行を求める陳情のお願い
　国を代表する内閣総理大臣が、国に尊い命を捧げた戦没者ご
英霊が鎮まる靖國神社に参拝し、尊崇と感謝の誠を捧げること
は独立国としての基本であり、極めて当然のことであります。
　然るに、菅総理は参議院本会議で総理在任中に靖國神社に参
拝しないことを表明したばかりか、先の参院選の遊説中には、
「小泉総理（当時）の靖國神社参拝のため、アジアの国々との交
流が非常に滞っている」と批判しました。このような総理の姿
勢は、肉親を国に捧げた戦没者遺族として誠に憤慨に堪えず、
断じて許されることではありません。
　つきましては、私たち戦没者遺族の真情を菅総理に訴え、総
理自ら進んで我が国の戦没者慰霊追悼の中心である靖國神社に
参拝されるよう、 8月上旬を目処に陳情運動を行いたいと存じ
ますので、遺族会会員の皆様方には何卒ご協力を賜ります様お
願い申し上げます。
1 ．ハガキによる要請
　＊宛て先　〒100−0014　東京都千代田区永田町2−3−1
　　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣　菅　 直人 殿
2 ．FAXによる要請
　　　＊送信先　内閣総理大臣　菅　 直人 殿
　　　　　　　　ＦＡＸ番号　03−3581−3883
3 ．メールによる要請
　※�送信方法がわからない方は、パソコン操作に詳しい会員や

子供さん・お孫さんなどにお願いして下さい。
　⑴　総理官邸ホームページアドレス

　　　http://www.kantei.go.jp/　へ

　⑵　ページ上段の「ご意見募集／ＦＡＱ」から
　⑶�　「ご意見募集 国政に関するご意見・ご要望をお寄せくだ

さい」へ
　⑷�　「ご意見募集」ページの入力欄に要望（ハガキの陳情文参

考）を記入します。
　⑸�　「ご意見・ご要望欄」の文末に差出人を記入し発信して下

さい。
4 ．文　例
①　総理は「Ａ級戦犯が祀られている靖國神社に参拝しない」
と述べられましたが、国に肉親を捧げた多くの戦没者の遺
族として誠に残念な気持ちでございます。私たち遺族にと
って靖國神社こそが唯一の戦没者慰霊追悼施設です。この
ことは国が戦没者と私たち遺族に約束したことです。
　総理には今一度、靖國の社に鎮まる246万余の命の重さと
遺族の願いに思いを馳せていただき、国家国民を代表して
堂々と靖國神社に参拝されます様お願い申し上げます。
　私たち遺族は靖國神社でお待ちしています。
②　総理は「Ａ級戦犯が祀られている靖國神社に参拝しない」
と述べられましたが、国に肉親を捧げた多くの戦没者の遺族
として誠に残念な気持ちでございます。先の大戦に対するご
自身の認識と戦没者の慰霊顕彰は全く次元の違うことであり、
総理の姿勢は戦没者と私たち遺族を裏切るものであります。
　総理は今日の平和と繁栄の礎となられた戦没者とその遺
族の思いを第一義にお考えいただき、国家国民を代表して
靖國に眠るご英霊に敬意と感謝の誠を表して下さい。
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立
さ
れ
て
い
る
各
戦
没
者
慰

霊
碑
で
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

関
係
ご
遺
族
は
勿
論
の
こ

と
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
赤
道
遥
か

南
方
の
太
平
洋
に
眠
ら
れ
る

戦
没
者
ご
英
霊
を
お
慰
め
し

感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
是
非
、
現
地

慰
霊
・
鎮
魂
の
旅
に
ご
参
加

を
賜
り
ま
す
様
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

二
十
一
日
の
五
泊
六
日
の
日

程
で
多
く
の
本
県
出
身
将
兵

が
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
戦
域

を
巡
る
と
共
に
、
現
地
に
建

事
業
実
施
以
来
初
め
て
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
及
び
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
ラ
バ
ウ
ル
方
面

を
計
画
。
十
月
十
六
日
か
ら

を
お
慰
め
す
る
た
め
、
県
補

助
事
業
に
よ
り
海
外
の
戦
跡

慰
霊
巡
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
本

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
古
里
遠
い
異
郷
の
地
で

散
華
さ
れ
た
戦
没
者
ご
英
霊

の
苦
難
の
戦
い
を
偲
び
御
霊

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
及
び

ラ
バ
ウ
ル
方
面
を
巡
拝

 
平
成
22
年
度
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

岡山県遺族連盟

月　日 地　名 時間
（現地） 交通機関 行　　　程

1 10／16
（土）

岡山空港発
羽田空港着
成田空港発

午後

21：05
バ ス
PX−011

岡山空港集合。空路、羽田へ
リムジンバスで成田空港へ
ニューギニア航空でパプアニューギ
ニア国ポートモレスビーへ
� …機中泊

2 10／17
（日）

ポートモレスビー着
ポートモレスビー発
ラバウル着

04：30
10：00
11：25

PX−204
専 用 車

ポートモレスビーで休憩後、空路、　
ニューブリテン島ラバウルへ
【ラバウル周辺慰霊巡拝】
「南太平洋戦没者の碑」で戦没者追悼
式� …ラバウル泊

3 10／18
（月）

ラバウル発
ポートモレスビー着
ポートモレスビー発
ウエワク着

午前
13：00
14：20
15：35
17：45

専 用 車
PX−253

PX−125
専 用 車

【ラバウル、ココポ周辺慰霊巡拝】
空路、ポートモレスビーへ

空路、マダン経由ウエワクへ
� …ウエワク泊

4 10／19
（火） ウ エ ワ ク 終日 専 用 車

【ウエワク周辺慰霊巡拝】
「ニューギニア戦没者の碑」戦没者追
悼式� …ウエワク泊

5 10／20
（水）

ウエワク発
ポートモレスビー着
ポートモレスビー発
成田空港着

06：00
08：10
14：35
20：15

PX−125
専 用 車
PX−054
専用バス

空路、マダン経由ポートモレスビーへ
【ポートモレスビー周辺慰霊巡拝】
空路、成田空港へ
バスで都内へ� …東京都内泊

6 10／21
（木） 羽田空港発

岡山空港着

午前

昼頃
午後

専用バス 靖國神社昇殿参拝後、バスで羽田空
港へ
空路、岡山空港へ
着後、解散

◎参 加 経 費　230,000円也（補助資格者お一人経費）
　　　　　　　【注】 �補助資格者は戦没者ご遺族�

（但し、戦没者一柱につき1人を補助対象とします）
　　　　　　　　　　上記以外の方は30,000円の追加経費でお受けいたします。
◎募 集 人 員　20名程度
◎お申し込み　県遺族連盟へ 9月15日㈬までに
　※上記日程は交通機関等の都合により変更になる場合があります。

慰霊巡拝 概見図



（四）
平成22年
7月 1日（昭和二十五年八月十日第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 4 3 ）� 毎月一日発行

　

御
両
親
様

�

陸
軍
准
尉　

望 

月　

敏 

雄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

昭
和
二
十
年
七
月
一
日�

比
島
レ
イ
テ
島�

カ
ン
ギ
ポ
ッ
ト
山
に
て
戦
死�

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身

�

敏
雄
も

天
皇
陛
下
の
御
為
に
命
を
捧
げ
る
時
が
参
り
ま
し
た

二
十
八
年
間
の　

海
よ
り
も
深
く
山
よ
り
も
高
き
御
高
恩

厚
く
御
禮
申
し
上
げ
ま
す

私
無
き
後
は　

ひ
で
子
に
萬
一
子
無
く
と
も
何
時
迄
も

御
両
親
様
の
お
側
に
置
き　

可
愛
が
っ
て
下
さ
る
様

お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す

で
は
御
両
親
様　

末
永
く
御
壮
健
で
お
働
き
あ
ら
ん
事
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

天
皇
陛
下
万
歳

　

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
日

�

敏
雄　

御
両
親
様

�

（
原
文
の
ま
ま
）　

【
平
成
二
十
二
年
七
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

遺
族
会
の
動
き

　

玉
野
市
和
田�

�

坂
井
清
宏　

　

こ
の
度
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
慰
霊
友
好
親
善
訪
問
団

の
一
員
と
し
て
、
二
月
六
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
八
日
間
、

父
の
眠
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

地
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
の
父
は
、
今
か
ら
六
十

七
年
前
の
昭
和
十
八
年
一
月

二
十
五
日
、母
と
五
歳
の
姉
、

そ
し
て
私
を
残
し
て
出
征
し

ま
し
た
。
私
は
生
後
一
年
三

カ
月
と
幼
く
、
父
の
こ
と
は

何
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
の
知
る
父
は
軍
服
姿
の

写
真
と
、
母
か
ら
見
せ
て
も

ら
っ
た
葉
書
の
文
面
だ
け
で

平
成
二
十
二
年
七
月
行
事
表

2
日　

津
山
市
加
茂
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

3
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
・
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部

長
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

5
日　

津
山
市
久
米
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

11
日　

参
議
院
議
員
選
挙
投
票

14
日　

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式
（
備
前
市
民
Ｃ
）

　
　
　

赤
磐
市
戦
没
者
追
悼
式�

�

（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ア
リ
ー
ナ
）

16
日　

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
方
面
）
一
泊

22
日　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
九
段
会
館
）

27
日　

高
梁
市
宇
治
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

30
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
会
議
理
事
会
・
総
会�

�

（
岡
山
市
商
工
会
議
所
）

平
成
二
十
二
年
八
月
行
事
表

5
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
福
井
県
方
面
）
一
泊

15
日　

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

　
　
　

全
国
戦
没
者
慰
霊
大
祭
（
靖
國
神
社
）

　
　
　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
東
京
・
日
本
武
道
館
）

　
　
　

終
戦
の
証
書
奉
戴
日
本
興
隆
祈
願
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

萬
燈
み
た
ま
祭
（
県
護
國
神
社
）
16
日
ま
で

ウエワクの英霊碑で父上の慰霊祭に
臨まれた坂井さん（ 2月 9日）　　

お
り
ま
す
。
此
の
先
〇
〇
で

は
毎
日
激
し
い
戦
い
が
続
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
で
は
、

ま
た
の
機
会
に
お
便
り
し
ま

す
」
と
、
場
所
名
を
伏
せ
な

が
ら
当
時
の
状
況
が
遠
回
し

に
書
か
れ
て
お
り
、
厳
し
い

現
地
の
状
況
、
言
う
に
言
え

な
い
父
の
苦
し
み
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

戦
後
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦

線
の
図
書
が
沢
山
出
版
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
図
書

の
中
に
も
、
父
が
教
え
て
く

れ
た
状
況
が
リ
ア
ル
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。
─
密
林
と
大

河
、
そ
し
て
四
千
ｍ
級
の
山

中
の
移
動
、
食
料
も
な
く
、

飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
蛇
、蛙
、

蜥
蜴
（
と
か
げ
）、
蝸
牛
（
か

た
つ
む
り
）、
百
足
（
む
か

で
）、
蟻
な
ど
も
食
べ
た
。
ま

た
、
マ
ラ
リ
ア
等
、
病
気
の

蔓
延
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
大
変
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
父
は
マ
ラ

リ
ア
で
亡
く
な
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
本
当
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

訪
問
団
は
遺
児
四
十
一

名
、
日
本
遺
族
会
、
添
乗
員

の
方
々
を
含
め
て
総
勢
四
十

八
名
。
二
月
六
日
の
午
後
九

時
過
ぎ
に
成
田
空
港
を
発

ち
、ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
空
港

到
着
は
翌
七
日
早
朝
の
午
前

四
時
過
ぎ
（
現
地
時
間
）。
こ

こ
で
、
夕
方
の
便
で
ポ
ポ
ン

デ
ッ
タ
方
面
へ
行
か
れ
る
Ｂ

班
の
方
々
と
別
れ
、
私
の
属

す
る
Ａ
班
、
そ
し
て
Ｃ
班
は

九
時
過
ぎ
の
マ
ヌ
ス
島
行
き

の
飛
行
機
に
搭
乗
。マ
ヌ
ス
島

で
は
Ｃ
班
の
方
々
も
降
り
、

私
た
ち
Ａ
班
の
み
、
再
び
国

内
線
に
乗
り
換
え
て
マ
ダ
ン

に
向
か
い
、
昼
過
ぎ
、
漸
く

今
回
最
初
の
巡
拝
地・マ
ダ
ン

の
宿
舎
に
入
り
ま
し
た
。

　

八
日
か
ら
始
ま
っ
た
慰
霊

巡
拝
は
、
現
地
マ
ダ
ン
の
病

院
に
車
椅
子
を
贈
呈
し
た

後
、
最
初
の
慰
霊
祭
を
海
を

見
晴
ら
せ
る
所
で
行
い
ま
し

た
。そ
し
て
午
後
五
時
過
ぎ
、

マ
ダ
ン
を
発
ち
、
い
よ
い
よ

父
の
眠
る
ウ
エ
ワ
ク
へ
。
今

日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
四

泊
、
こ
の
ウ
エ
ワ
ク
に
宿
泊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
父

の
没
し
た
こ
の
ウ
エ
ワ
ク
の

地
に
長
く
滞
在
で
き
る
の

も
、
父
の
計
ら
い
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
明
日
は
父
に
会
え
る
慰

霊
祭
の
日
で
す
。

　

翌
日
の
昼
過
ぎ
、
市
内
に

建
立
さ
れ
て
い
る「
英
霊
碑
」

す
。
葉
書
に
は
、
姉
に
「
私

と
仲
良
く
遊
ぶ
よ
う
に
」
と
、

私
に
は「
ヤ
ン
チ
ャ
し
な
い
よ

う
に
」と
書
い
て
お
り
、父
親

を
知
ら
ず
に
育
っ
た
私
で
す

が
、父
か
ら
の
優
し
い
言
葉
を

見
る
度
に
、
胸
に
込
み
上
げ

て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
葉
書
で
は
、

「
先
日
お
便
り
し
ま
し
た
〇

〇
を
出
発
、
当
地
〇
〇
に
到

着
、
当
地
は
暑
い
盛
り
で
湿

気
が
多
い
の
で
蒸
し
蒸
し
し

て
、
そ
の
上
、
蚊
、
蟻
、
蝿

等
が
多
く
一
寸
閉
口
し
ま

す
。
一
歩
踏
み
出
す
と
ジ
ャ

ン
グ
ル
で
す
。
見
た
事
も
な

い
大
木
が
密
生
し
て
お
り
ま

す
。
蝉
が
四
六
時
中
鳴
い
て

に
着
き
ま
し
た
。
ウ
エ
ワ
ク

方
面
関
係
者
は
私
の
父
を
含

め
六
名
お
ら
れ
ま
す
。
団
員

全
員
で
慰
霊
祭
の
準
備
を
し

て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。

　

祭
壇
に
は
、
私
と
姉
の
家

族
全
員
が
写
っ
て
い
る
写
真

を
置
き
、
父
が
好
き
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
た
お
酒
な
ど
を

供
え
ま
し
た
。
焼
香
に
続
い

て
、
父
へ
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
思
っ
て
い
た
こ
と
を
十

分
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

初
め
て
訪
れ
る
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
地
。
父
か
ら
の
葉
書

に
あ
っ
た
「
見
た
事
も
な
い

大
木
が
密
生
、
そ
し
て
ジ
ャ

ン
グ
ル
」、六
十
数
年
前
に
父

の
い
た
こ
の
地
を
実
際
に
目

で
見
、
肌
で
感
じ
て
胸
が
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。
父
が
眼

前
に
現
れ
、「
清
宏
、
大
き
く

な
っ
た
な
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
慰

霊
碑
で
の
全
戦
没
者
追
悼

式
、
そ
し
て
関
係
者
慰
霊
祭

で
巡
っ
た
サ
ン
プ
、ブ
ー
ツ
、

カ
ラ
ワ
ッ
プ
、
ボ
イ
キ
ン
。

時
の
流
れ
に
涙
し
た
旧
日
本

軍
の
飛
行
機
の
残
骸
、
赤
錆

び
で
穴
の
開
い
た
鉄
兜
、
凹

ん
だ
水
筒
…
。
更
に
、
現
地

小
学
校
で
の
子
供
た
ち
と
の

交
流
や
父
の
眠
る
地
を
訪
れ

た
感
激
で
話
尽
き
な
い
懇
親

会
…
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
意

義
の
あ
る
八
日
間
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
慰
霊
友
好
親

善
訪
問
を
企
画
し
同
行
し
て

下
さ
い
ま
し
た
日
本
遺
族
会

や
添
乗
員
の
皆
様
、
そ
し
て

団
員
の
皆
様
方
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域

慰
霊
友
好
親
善
訪
問
団
に
参
加
し
て


